
参考３我が国のＧ空間（地理空間）情報社会の展望
地理空間情報（Ｇ空間情報；地理情報と衛星測位情報）は交通・観光・災害・建設・物流・交通・警備保

 

障・環境保全等の広範囲な分野で利用され、生活や経済に深く浸透し、産業・経済活動や国民の安全・安

 

心などに不可欠な社会基盤情報となっています。
我が国では、地理空間情報活用推進基本法が平成19年に制定され、翌年、基本計画が閣議決定されま

 

した。また、基本計画に基づいて「地理空間情報産学官連携協議会」が発足し、新たな産業の創出に向け

 

た活動が推進されています。
例えば昨年9月に打ち上げられた我が国初の測位衛星である準天頂衛星初号機「みちびき」を利用して、

 

現在、産学官で100件を超える実証試験が進められている事、更にはこのたびの東日本大震災で、将来

 

を見据えた先進的な復旧・復興や災害予知・予防などに大変有効であるとして具体的な事業に向けた検

 

討が進められている事などがあげられます。
この様にＧ空間情報を高度に活用できる社会（Ｇ空間社会）の実現をめざしてその活動は本格化しており、

 

本年9月30日にはその社会基盤インフラとしての測位衛星（準天頂衛星）システムの整備を行うことも国の

 

基本方針として閣議決定されたところでもあります。
本講演では、これらの経緯や実証実験、最近のトピックスなどをご紹介し、地域の活性化などに貢献す

 

る高度Ｇ空間情報社会の実現に向けた展望について考察します。
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